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＜WF4-1-1-1＞部品のテストポイントエディタを開く

以下のいずれかの手順で、部品のテストポイントエディタを開きます。

üテストポイントの詳細は、「＜WF4-1-1＞操作ガイド」の「＜WF4-1-1-1＞テストポイントについて」を参照し
てください。

方法１．①システムモデルエディタのアイテム上で右クリックします。

②リストから「Test Point」をクリックします。

方法２．①「Project Explorer」ビューアのアイテム上で右クリックします。

②リストから「Test Point」をクリックします。
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＜WF4-1-1-2＞部品のテストポイントを有効化する

以下の手順で、アイテムの出力フロープロパティをテストポイントとして使用できるように設定します。

①テストポイントエディタの「Enable Test Point」をチェックします。
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＜WF4-1-1-3＞テストポイントに配置するセンサーを検索する

「Sensor Library」セクションのリストで、テストポイントとなる出力フロープロパティに配置するセンサーを検

索します。

（例として、「Pressure Sensor」を配置することとします）

チェックを入れると、配置
可能なセンサーがフィルタ
リングされます
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＜WF4-1-1-4＞テストポイントにセンサーを配置する

以下の手順で、テストポイントとなる出力フロープロパティにセンサーを配置します。

①センサーから出力フロープロパティへ、ドラッグして移動します。
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＜WF4-1-1-5＞配置したセンサーの検知方法を設定する

以下の手順で、配置したセンサーの検知方法を選択します。

①センサーを配置したテストポイント上で右クリックします。

②リストから「検知方法」をクリックし、候補の中から該当する検知方法をクリックします。

（例として、「On-line」を選択しています）
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＜WF4-1-1-6＞配置したセンサーの詳細を確認する

以下の手順で、配置したセンサーの詳細を確認します。

①テストポイントを選択します。

②「Sensor Details」セクションにて、配置したセンサーの名前・検出確率・特異性を確認します。

③さらに詳細を確認する場合には、「Edit」をクリックします。
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＜WF4-1-1-7＞テストポイントレポートを作成する

以下の手順で、テストポイントレポートを作成します。

①「Reports」メニューの「Report Wizard」をクリックします。

②作成するレポートのファイル形式を選択します。
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＜WF4-1-1-7＞テストポイントレポートを作成する

以下の手順で、テストポイントレポートを作成します。

③「Report Wizard」ダイアログで、「Prognostics and Health Management」フォルダの「Test Point Report」

を選択します。

④「Next」をクリックします。
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＜WF4-1-1-7＞テストポイントレポートを作成する

以下の手順で、テストポイントレポートを作成します。（続き）

⑤リストでテストポイントを設定したアイテムを選択します。

⑥「Finish」をクリックします。

üレポートの詳細設定については、「＜WF4-1-1＞操作ガイド」の「＜WF4-1-1-7＞テストポイントレポートの設定
について」を参照してください。
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